
議第７１号

財産の取得について

次のとおり財産を取得する。

令和２年１２月７日提出

橿原市長 亀田 忠彦

１ 財産の表示 各小中学校 電子黒板 １５６台

２ 取 得 金 額 ３４，６５０，０００円

３ 取得の相手方 奈良県大和高田市栄町２番３号

高橋正株式会社

代表取締役 高橋 正典

４ 契約の方法 条件付き一般競争入札

理由 議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第３条の規定に基

づき、議会の議決を求めるもの



 



議第７２号

橿原市地区公民館の指定管理者の指定について

次のとおり指定管理者を指定するものとする。

令和２年１２月７日提出

橿原市長 亀田 忠彦

１ 施設の名称及び指定する団体

施設の名称
指定する団体

住 所 団 体 名

橿原市香久山地区公民館 橿原市膳夫町４７７番地 香久山地区自治委員会

橿原市八木地区公民館 橿原市北八木町２丁目１番６号 八木地区自治委員会

橿原市今井地区公民館 橿原市今井町２丁目３番２３号 今井地区自治委員会

橿原市新沢地区公民館 橿原市川西町６１１番地 新沢地区自治委員会

橿原市耳成地区公民館 橿原市葛本町５９３番地 耳成地区自治委員会

橿原市畝傍地区公民館 橿原市見瀬町２０２番地の１ 畝傍地区自治委員会

橿原市金橋地区公民館 橿原市雲梯町９２７番地 金橋地区自治委員会

橿原市白橿地区公民館 橿原市白橿町２丁目３２番１１号 白橿地区自治委員会

橿原市真菅地区公民館 橿原市曽我町１２８１番地の１８ 真菅地区自治委員会

橿原市鴨公地区公民館 橿原市醍醐町４２番地の２ 鴨公地区自治委員会

橿原市多地区公民館 橿原市新口町２４４番地の２ 多地区自治委員会

２ 指定の期間 令和３年４月１日から令和８年３月３１日まで

理由 指定管理者の指定について、地方自治法第２４４条の２第６項の規定に基づき、議

会の議決を求めるもの



 



議第７３号

訴えの提起について

次のとおり訴えを提起する。

令和２年１２月７日提出

橿原市長 亀田 忠彦

１ 被告となるべき者らの住所及び氏名

（１）■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

■■■■■

（２）■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

■■■■■

２ 請求の要旨

市は、次に掲げる判決及び仮執行の宣言を求める。

（１）被告らは、原告橿原市に対し、金８，３９０円及びこれに対する各納期限の翌日か

ら支払済みまで年５分の割合による金員を連帯して支払え。

（２）訴訟費用は、被告らの負担とする。

３ 本件に関する取扱い

（１）判決の結果必要があるときは、上訴することができる。

（２）訴訟において必要があるときは、請求の趣旨を変更し、若しくは追加し、又は和解

し、若しくは訴えを取り下げることができる。

理由 橿原市休日夜間応急診療所の診療料を滞納している者らに対し、診療料等の支払を

求めるため、訴えの提起について、地方自治法第９６条第１項第１２号の規定に基づ

き、議会の議決を求めるもの



 



議第７４号

訴えの提起について

次のとおり訴えを提起する。

令和２年１２月７日提出

橿原市長 亀田 忠彦

１ 被告となるべき者らの住所及び氏名

（１）■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

■■■■■

（２）■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

■■■■

２ 請求の要旨

市は、次に掲げる判決及び仮執行の宣言を求める。

（１）被告らは、原告橿原市に対し、金８，２１０円及びこれに対する各納期限の翌日か

ら支払済みまで年５分の割合による金員を連帯して支払え。

（２）訴訟費用は、被告らの負担とする。

３ 本件に関する取扱い

（１）判決の結果必要があるときは、上訴することができる。

（２）訴訟において必要があるときは、請求の趣旨を変更し、若しくは追加し、又は和解

し、若しくは訴えを取り下げることができる。

理由 橿原市休日夜間応急診療所の診療料を滞納している者らに対し、診療料等の支払を

求めるため、訴えの提起について、地方自治法第９６条第１項第１２号の規定に基づ

き、議会の議決を求めるもの



 



議第７５号

訴えの提起について

次のとおり訴えを提起する。

令和２年１２月７日提出

橿原市長 亀田 忠彦

１ 被告となるべき者の住所及び氏名

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

■■■■■■

２ 請求の要旨

市は、次に掲げる判決及び仮執行の宣言を求める。

（１）被告は、原告橿原市に対し、金７，８５０円及びこれに対する各納期限の翌日から

支払済みまで年５分の割合による金員を支払え。

（２）訴訟費用は、被告の負担とする。

３ 本件に関する取扱い

（１）判決の結果必要があるときは、上訴することができる。

（２）訴訟において必要があるときは、請求の趣旨を変更し、若しくは追加し、又は和解

し、若しくは訴えを取り下げることができる。

理由 橿原市休日夜間応急診療所の診療料を滞納している者に対し、診療料等の支払を求

めるため、訴えの提起について、地方自治法第９６条第１項第１２号の規定に基づき、

議会の議決を求めるもの



 



議第７６号

訴えの提起について

次のとおり訴えを提起する。

令和２年１２月７日提出

橿原市長 亀田 忠彦

１ 被告となるべき者の住所及び氏名

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

■■■■■■

２ 請求の要旨

市は、次に掲げる判決及び仮執行の宣言を求める。

（１）被告は、原告橿原市に対し、金７，０４０円及びこれに対する各納期限の翌日から

支払済みまで年５分の割合による金員を支払え。

（２）訴訟費用は、被告の負担とする。

３ 本件に関する取扱い

（１）判決の結果必要があるときは、上訴することができる。

（２）訴訟において必要があるときは、請求の趣旨を変更し、若しくは追加し、又は和解

し、若しくは訴えを取り下げることができる。

理由 橿原市休日夜間応急診療所の診療料を滞納している者に対し、診療料等の支払を求

めるため、訴えの提起について、地方自治法第９６条第１項第１２号の規定に基づき、

議会の議決を求めるもの



 



議第７７号 

奈良県広域消防組合規約の変更について 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２８６条第１項の規定により、奈良県広域消

防組合規約（平成２６年奈良県指令市町村第１０２０号）の一部を別紙のとおり変更する

ことについて、同法第２９０条の規定に基づき、議会の議決を求める。 

   令和２年１２月７日提出 

橿原市長 亀田 忠彦 

 

理由 奈良県広域消防組合の管理者、副管理者等の人数及び選任方法、附属機関、経費の

負担等について、同組合規約に所要の変更を行うため 
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議第７７号別紙 

奈良県広域消防組合規約の一部を変更する規約 

奈良県広域消防組合規約（平成２６年奈良県指令市町村第１０２０号）の一部を次の

ように変更する。 

第５条第１項中「別表第１の区分を構成する市町村」を「別表（え）欄に掲げる市町

村」に、「同表の区分ごとにそれぞれ同表に定める」を「同表（う）欄に掲げる」に改め

る。 

第８条第２項中「２人を置く」を「６人を置き、その１人を代表副管理者とする」に

改め、同項ただし書を削り、同条第４項中「管理者の属する市町村以外の組合市町村の長

の互選により定める。」を「管理者以外の代表市町村長をもって充てる。」に改め、同項

を同条第５項とし、同条第３項中「管理者は、」の次に「別表（あ）欄に掲げる区分ごと

に同表（い）欄に掲げる市町村の長の互選により定める代表市町村長（以下「代表市町村

長」という。）の中から、組合の条例で定める総会において」を加え、同項を同条第４項

とし、同条第２項の次に次の１項を加える。 

３ 副管理者の定数は、組合の条例で増加することができる。 

第８条に次の１項を加える。 

６ 代表副管理者は、副管理者の互選により定める。 

第１０条を次のように改める。 

（管理者等の任期） 

第１０条 管理者、代表副管理者及び副管理者（以下「管理者等」という。）並びに代表

市町村長の任期は２年とする。ただし、再任を妨げない。 

２ 前項の規定に関わらず、代表市町村長は別表（い）欄に掲げる代表市町村長の選出区

分を組織する市町村の長の許可をもって辞任することができる。 

３ 管理者等及び代表市町村長が組合市町村の長の職を失ったときは、同時に管理者等及

び代表市町村長の職を失う。 

４ 管理者等及び代表市町村長がその職を辞し又は失ったとき、補欠の管理者等及び代表

市町村長の任期は、前任の残任期間とする。 

第１３条の見出しを「（正副管理者会議）」に改め、同条第１項中「事務に関する重

要な事項を協議するため、運営協議会を置く。」を「運営に関する重要事項等の意思決定

を行うため、正副管理者会議を置く。」に改め、同条第２項中「運営協議会の委員は、別
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表第１の区分ごとにそれぞれ同表に定める当該区分を構成する市町村の長の代表者各１人

をもって充てる。」を「正副管理者会議は、管理者等をもって構成する。」に改め、同条

第３項中「運営協議会」を「正副管理者会議」に、「管理者が」を「組合の条例で」に改

める。 

第１５条を削る。 

第３章中第１４条の次に次の１条を加える。 

（附属機関） 

第１５条 組合に企画調整会議を置く。 

２ 企画調整会議は、管理者の諮問に応じ、消防に関する事項について調査審議する。 

３ 前項に定めるもののほか、企画調整会議について、必要な事項は別に定める。 

第１６条を次のように改める。 

（経費の支弁方法） 

第１６条 組合の経費は、組合市町村の分担金、手数料、補助金その他の収入をもってこ

れに充てる。 

第４章中第１６条の次に次の１条を加える。 

（経費の負担） 

第１７条 前条の分担金は、その総額を基準財政需要額割、救急出動件数割等に基づき算

出するものとし、その割合は組合の条例で定める。 

２ 管理者が、前項の規定によることが適当でないと認める経費については、関係市町村

の協議により負担の方法を定めるものとする。 

別表第２を削り、別表第１を次のように改める。 

別表（第５条、第８条、第１０条関係） 

（あ） （い） （う） （え） 

代表市町村長

の選出区分 

代表市町村長の選出区分を

構成する市町村 

議員の

数 

議員の選出区分を構成する

市町村 

第１区分 天理市、山添村、川西町、

三宅町及び田原本町 

４人 天理市、山添村、川西町、

三宅町及び田原本町 

第２区分 桜井市、宇陀市、曽爾村及

び御杖村 

１人 桜井市 

２人 宇陀市、曽爾村及び御杖村 
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第３区分 五條市、野迫川村及び十津

川村 

２人 五條市、野迫川村及び十津

川村 

第４区分 大和郡山市、平群町、三郷

町、斑鳩町、安堵町、上牧

町、王寺町及び河合町 

１人 大和郡山市 

４人 平群町、三郷町、斑鳩町、

安堵町、上牧町、王寺町及

び河合町 

第５区分 香芝市、葛󠄀城市及び広陵町 １人 葛󠄀城市 

２人 香芝市及び広陵町 

第６区分 吉野町、大淀町、下市町、

黒滝村、天川村、下北山

村、上北山村、川上村及び

東吉野村 

２人 吉野町、下北山村、上北山

村、川上村及び東吉野村 

２人 大淀町、下市町、黒滝村及

び天川村 

第７区分 大和高田市、橿原市、御所

市、高取町及び明日香村 

４人 大和高田市、橿原市、御所

市、高取町及び明日香村 

附 則 

（施行期日） 

第１条 この規約は、令和３年４月１日から施行する。 

（議会の組織に関する経過措置） 

第２条 この規約による改正前の第５条第１項の規定により選出された議会の議員は、改

正後の第５条第１項の規定により選出されたものとみなす。 

（管理者及び副管理者の任期に関する経過措置） 

第３条 この規約の施行の日（以下「施行日」という。）の前日において管理者及び副管

理者である者の任期は、その日に満了する。 

（準備行為） 

第４条 この規約による改正後の第８条第４項から第６項までの規定による管理者、代表

副管理者及び副管理者の選出に関し必要な行為は、施行日前においても、同項の規定

の例により行うことができる。 
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議第７８号

市道路線の認定について

次のとおり市道路線を認定する。

令和２年１２月７日提出

橿原市長 亀田 忠彦

認定する路線

路線

番号
路 線 名 起 点 終 点

重要な

経過地

1689 四条町３７号線
四条町６７１番先か

ら

四条町６７２番先ま

で
－

1690 地黄町３６号線 地黄町３１番先から 地黄町３１番先まで －

2448 葛本町６０号線
葛本町１８７番先か

ら

葛本町１８７番先ま

で
－

4461 石川町３２号線
石川町４８１番先か

ら

石川町４７９番先ま

で
－

理由 市道路線の認定について、道路法第８条第２項の規定に基づき、議会の議決を求め

るもの
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（議第７８号の資料）

認定する路線

路線

番号
路 線 名 延 長（ｍ） 幅 員（ｍ）

1689 四条町３７号線 97.5 6.0

1690 地黄町３６号線 131.4 6.0

2448 葛本町６０号線 46.3 4.5

4461 石川町３２号線 149.0 6.3


